









































属小学校では CHANGE 総合的な学習の時 において「ぼくらの SDGs」 SDGs 持続可能な発目標
という活動を行っていること このことと算数科をつないで授業を行っていくことを考えており 研究授





は存在しない点から児童には しい課 だろうという認識であったが 現実の問 についてデータを利用
して間 解決をおこなうという巽味深い内容であり しさもあるが取り組みがいのある課 として実践
を行うこととなった。
月の研究授業では小谷教員により「CO2はどの国がどのくらい減らせばいいのだろう。」という課




授業後の協議会では提示資料に国の び方など資料の作為的な 分の意図や 国別の一人当たり CO2
排出 を資料として用いたことの妥当性児童の取り組みの様子などについて話し合いがもたれ このよ






統計処理についての知識だけでなく 統計的な考え方や見方を育んでいくことは 要な課 である。研
究授業では 主体的に他教科で学んだことをもとにして データを批判的に考察する児童が見られ探求
的な学びの姿勢が見られた。これは小谷教員が児童にとって身で興味深いが解決が しい課 を ん
だためであったように思われる。解決が単純には存在しない課 に取り組むことは 統計以外の数学の授
業ではあまり扱われないため どのように議論を深めていくかといった扱いが しいが このような課
を与えることは 批判的に考察する力の育成において必要となる観点である。西山も今後 大学の授業の
中で 取り入れていきたいと感じた。一方研究授業は一回の授業だった しさもあり 受動的にグラフの
作成や計算を行っているだけで終始してしまった児童が見られたことは課 である。このような児童と
自分なりの考察ができた児童をつなぐ授業デザインを取り入れていくことができれば より学びのある授
業となる可能性がある。すでに様々なアイディアが知られていると思われるが 統計教育でどのようにつ
ないでいくかを考え 提案していくことが今後の課 である。
今年度は，年に数回程度 先生方の教育実践に大学教員も参加し，授業改善や授業についての情報交換
を行う予定であったが， 日程調整などの 合もあり，ほとんど実施できなかったことが大学教員側の課
である。参加教員の負担を大きくしないように大学教員の取り組み方などを改善し 早い段 でお話を
聞きに伺うなど，情報交換を円滑にしておくべきであった。来年度以 も本研究は継続し 今回の反省を
生かして改善していきたい。
-72-
